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平成２７年度 第３回尾張旭市介護保険運営協議会会議録   

１ 開催日時  

平成２８年３月２２日（火）  

開会 午後１時３０分  

閉会 午後２時３０分 

２ 開催場所  

市役所 ２階 ２０１会議室  

３ 出席委員  

若杉 由、森下敏光、丹羽松弘、田口良子、玉置久美子、岩田善保、丹羽睦、

倉田雅生、西脇俊文、服部倫代（計１０名）  

４ 欠席委員  

上田智子、河合徹也、戸松正彦、下鶴紀之、田中美智子（計５名） 

５ 傍聴者数  

１名  

６ 出席した事務局職員  

健康福祉部長 若杉浩二、健康福祉部次長 森喜久子、長寿課長 鶴見建次、長

寿課長補佐兼長寿支援係長 佐藤悦生、長寿課長補佐兼介護保険係長 鈴木清貴、

地域包括支援センター所長 江尻毅、長寿課介護保険係主査 藤田宏司  

７ 議題  

⑴ 平成２８年度地域包括支援センターの事業計画について  

⑵ 介護予防サービスに関するプラン作成の委託事業について 

⑶ 地域密着型通所介護のみなし指定について 

８ その他の報告 

⑴ 平成２８年度高齢者福祉関連事業予算（案）について  

⑵ 生活支援コーディネーター・協議体について 

⑶ 行政組織の見直しについて 

９ 会議要旨  

＜ 開  会 ＞ 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿課長の鶴見でございます。定刻となりましたので、始めさ

せていただきます。 

本日は、お忙しい中、平成２７年度第３回尾張旭市介護保険運

営協議会にお集まりいただき、ありがとうございます。本日は上

田委員、河合委員、戸松委員、下鶴委員、田中委員から、都合に

より欠席と伺っておりますが、10名の委員のご出席をいただい

ており、尾張旭市介護保険運営協議会規則第５条第２項の規定に

あります定足数に達しておりますことを、報告させていただきま
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す。 

開会にあたりまして、会長の若杉様よりあいさつをいただきま

す。 

 

＊＊ 会長あいさつ ＊＊ 

 

 ありがとうございました。 

 

それでは、議事に入る前に、本日の資料の確認をさせていただ

きます。 

 

＊＊ 資料の確認 ＊＊ 

 

それでは、以降の議事進行については、会長にお願いしたいと

思います。 

 

それでは、議事に入ります。 

本日は議題３件、その他報告３件提出されております。 

それでは、議題⑴「平成２８年度地域包括支援センターの事業

計画について」事務局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明 ＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

  

 以前は地域相談窓口の中に社会福祉協議会が入っており、社会

福祉協議会が旭・渋川・三郷地区を担当していたと思いますが、

現在はどのような体制で行っていますか。 

 

平成２７年度に地域包括支援センターを社会福祉協議会に委

託をしました。 

このことにより、同じ機関に地域包括支援センターとその協力

機関が存在することになりましたので、社会福祉協議会内の地域

相談窓口は平成２７年度に廃止し、業務内容については地域包括

支援センターで直接行うことで整理をしております。 

 

旭・渋川・三郷地区の住民が自分の担当事業者がわからなくて

混乱しないよう、住民への周知はされていますか。 

 

例年、地域相談窓口の紹介は、「社協たより」で行っています。 

平成２７年度も、他の地域相談窓口と同様に、社会福祉協議会
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の地域包括支援センターが旭・渋川・三郷地区を担当すると掲載

しております。 

  

 包括が民間に委託され１年経ちましたが、１年やってみた感想

を聞かせてください。 

 

 委託されたことによって質が低下したと言われないように１

年間努力をしてきました。 

その中で、高齢者も増えてきており、包括へ相談される困難事

例、虐待事例も多くなっておりますが、職員も辞めることなく１

年を乗り切ることができました。 

詳しい報告については、平成２８年度の介護保険運営協議会

で、平成２７年度の活動報告として提出する予定です。 

 

 ２０２５年問題を向えるにあたり、医療介護連携にも力も入れ

ているところであります。地域包括支援センターには多職種連携

の中心的役割を期待します。 

 

 医療介護連携事業については、瀬戸旭医師会とも共同の上進め

ていきます。 

 

その他、ご意見、ご質問はありますか。 

 

特に、ご質問もないようですので「平成２８年度地域包括支援

センターの事業計画」は、承認とさせていただきます。 

 

それでは議題⑵「介護予防サービスに関するプラン作成の委託

事業について」事務局より説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明 ＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

（質問無し） 

 

特に、ご質問も無いようですので「介護予防サービスに関する

プラン作成の委託事業について」は、承認とします。 

 

それでは、議題⑶「地域密着型通所介護のみなし指定について」

事務局から説明をお願いします。 
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＊＊ 事務局説明＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

今までは指定申請はどこが担当していたのですか。 

 

愛知県になります。 

 

これからは市に申請するということなので、事前にどこに施設

ができるか把握しやすくなりますね。 

 

平成２８年４月以降は、小規模の通所介護を利用しようと思っ

たら市内の事業所しか使えないということですね。 

その事の市民への周知はどのようにされますか。 

 

現在も長寿課の窓口で市内の事業所一覧の配布をしておりま

すが、平成２８年４月以降は、地域密着型通所介護と通所介護を

分けて明記し、周知したいと思います。 

 

市民が混乱しないよう周知をお願いします。 

 

要支援の方が要介護になったら継続利用はできないというこ

とですね。 

 

要支援の方は経過措置の対象にはなりませんので、その通りで

す。 

 

その場合、介護度を軽くするための区分変更申請はできるので

すか。 

 

区分変更申請は必ずしも介護度の重度変更を目的にしていな

いため、現在の身体状況と介護度が違うのであれば、軽く見直す

ための区分変更申請も受け付けています。 

 

現在は供給量が需要を上回っていると感じることがあります

が、供給過多を是正するために、市として新規の指定申請を拒否

することは出来るのですか。 

 

グループホーム等は、市の介護保険事業計画に照らし合わせ、

整備数を満たしておれば新たな指定申請を受け付けないことも

できます。 
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ただし、地域密着型通所介護については、指定基準を満たして

いれば、指定申請を拒否することはできません。 

運営協議会で指定に関する意見を付けることは可能です。 

 

市としては供給量が足りないと感じていますか。 

 

必ずしも供給量が足りていないとは感じていません。 

最近の通所介護の傾向として、大型事業所ではなく、小規模の

事業所の増加が目立ちます。 

また、小規模の事業所は、併設で宿泊など介護保険法外の関連

事業を併設しているところが多く見られます。 

これまでのように県の指導では、このような多様な施設に対し

ての指導が不十分になりますので、小規模な事業所の所管が市に

移行されるのも適当かと思います。 

 

通所介護については多様な業態が増えてきているため、いわゆ

る利益率の高い事業のみ行っている事業所もあると感じていま

す。 

 

 施設が増えているため今後も県で実地指導をすべて行うこと

は難しいと思われます。 

今後は、市に権限委譲されたことにより、県の実地指導よりは

多く、市で実地指導に行けると考えています。 

 

今後は、市に権限委譲されたことにより、市のほうでしっかり

指導ができることを望みます。 

 

ほかに、ご意見ご質問はよろしいですか。 

事務局説明にありました、指定申請に係る事務局の意見聴取に

ついては、事後の意見聴取と言うことでもかまわないということ

でよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

 それでは、「地域密着型通所介護のみなし指定について」は承

認とさせていただきます。 

 

それでは、その他報告⑴「平成２８年度高齢者福祉関連事業予

算について」事務局から報告をお願いします。 

 

＊＊ 事務局報告 ＊＊ 
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ただいまの報告について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

予算が確定するのはいつですか。 

 

３月２４日木曜日になります。 

 

その他、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

（質問無し） 

 

特に、ご質問も無いようですので、次の報告に移ります。 

 

それでは、その他報告⑵「生活支援コーディネーター・協議体

について」事務局から報告をお願いします。 

 

＊＊ 事務局報告 ＊＊ 

 

ただいまの報告について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

 生活支援コーディネーターを社会福祉協議会におくという事

ですが、具体的にはどのような人が担当されますか。 

 

 経験が２０年以上ある、次長職の者に委託する予定です。 

 

 事務職ですか。 

 

 社会福祉主事の任用資格のある事務職になります。 

 

 生活支援コーディネータと言う資格は無いのですか。 

 

 生活支援コーディネータと言う資格はありません。 

 なお、委託予定の者に関しては平成２７年度の県の生活支援コ

ーディネーター研修は受講済みです。 

 

 他に、ご意見はありませんか。 

 

ほかに、ご意見ご質問もないようですので次の報告に移りたい

と思います。 

 

それでは、報告⑶「行政組織の見直しについて」事務局から報
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告をお願いします。 

 

＊＊ 事務局報告 ＊＊ 

 

ただいまの報告について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

人員に関してはどう変わりますか 

 

係が一つ増えますので、係長が１名増員されます。 

 

 その他、質問はございませんか。 

 

 本日の議題、報告は以上ですが、その他、質問はございません

か。 

 

健康都市と言うことで、予防段階における、今活躍しているシ

ニアに対する支援がさみしいように感じますが。 

 

 長寿課のみではなく、健康課とも協力し介護予防について検討

しているところであります 

 市が中心になって行うものもよいですが、地域の中で、シニア

クラブなどとも共同で何か活動ができればと考えています。 

 まだ検討途中でありますが、その時はご協力をお願いします。 

 

事務局から今後の日程を含めた連絡事項等をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明 ＊＊ 

・今後のスケジュール等 

 

何か質問はありますか。 

 

ないようでしたら、これをもちまして平成２７年度第３回尾張

旭市介護保険運営協議会を終了させていただきます。本日は長時

間に渡り、ありがとうございました。 

 

 


